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30年度スタート　新年度の予算・主な取り組み
第１回定例会・第１回臨時会
一般質問（町民・町職員15人が傍聴）
議員報酬額を改正（賛否討論）

特集　～まち再発見～（鰺ヶ沢町に戻ってきて）

　町消防団出初式が開催され、寒さ厳しい中、団員が分列行進を行い防火防災への誓いを新たに
しました。その後、式典会場では勇壮な纏振りが披露されました。（１月７日）

新一年生　45人が小学校生活をスタート
　�　４月７日、町内小学校の入学式が行われ、西海小学校へ16人、舞戸小学校へ29人の子どもたちが仲間入
りしました。（写真は舞戸小学校）
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平 成 30 年 度 予 算

に向けて
学校施設・生活環境を整備

　

平
成
30
年
度
の
一
般

会
計
当
初
予
算
は
、
予

算
特
別
委
員
会
の
審
査

を
経
て
、
本
会
議
に
お

い
て
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

予
算
審
議
で
議
論
さ
れ

た
事
業
や
新
年
度
の
主

な
取
り
組
み
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
※
表
示
金
額
は
予
算

額
の
た
め
、
実
際
の
事

業
額
と
は
異
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
）

新年度スタート

30年度の主な取り組み

□元気な浜づくり推進事業費助成金� ２８１万円

□舞戸小学校トイレ洋式化� １０８９万円 □新庁舎建設設計業務委託� ６４００万円
□旧鰺ヶ沢第一中学校校舎解体（設計監理含む）
� ９７１２万円

□地域学校協働活動推進員（コーディネーター）
　設置 １８８万円

□橋梁点検業務委託（53橋を点検）� ３０００万円
□橋梁補修事業� １億１０００万円

□外国語指導助手（ＡＬＴ）
　配置 １３７９万円　

□町営相撲場改修
� ２９３万円　

□ごみ収集車購入�（１台）
　１６２６万円　

□鰺ヶ沢消防署
　消防ポンプ車
� 更新 ７９３３万円

ナマコ、アワビ等の種
苗放流を継続し、その
効果を検証。また、サ
ケについては親魚の卵
を購入し、回帰率向上
に向けた取り組みが実
施されます。

女子トイレと男子大便
器、体育館トイレ合わ
せて37基の洋式化及び
洋式便器を更新。

新庁舎建設予定地にあ
る旧鰺一中校舎（写真）
は再利用が難しい場合、
校舎全体が解体されま
す。

学校と地域をつなぐ推進員
が小・中学校各校に１人ず
つ３人が配置されます。

昭和47年に架設された
梨中橋（写真）ほか、
橋の改修工事をします。
梨中橋の改修は今年度
の上部工整備をもって
完了となります。

８月よりＡＬＴ２人から３人
に増員。小・中学校各校へ１
人ずつ配置されます。

県内の各大会で利用さ
れている相撲場の屋根
を修繕。（屋根の鉄骨一
部を撤去、大柱のサビ
取り及び塗装が行われ
ます）

ごみ収集車（パッカー車）１台
を購入。当町ではパッカー車４
台、トラック１台を稼働し、ごみの収集運搬（委託）が行われ
ています。（写真は更新前車両）
ごみ排出量は年々減少しているものの、平成28年度リサ
イクル率は県内下位です。

消防ポンプ車両更新事業
費9196万円のうち一般
会計から7933万円を負担金として支出します。
更新に伴い、救助資材の積載及び消火効率の向上により
ポンプ車機能が強化されます。（写真は更新前車両）

アワビの種苗放流
（各漁協へ放流事業費を助成）

避難場所に指定されているため、洋式化により災害時町
民が体育館トイレを利用する際の衛生面も改善されます。

推進員は、学校が必要とする活動（例・クラブ活動）等
を補助するボランティア団体との連絡調整を行います。

平成30年度より、町小学校では３・４学年で外国語活動
が始まります。５・６学年は教科型として実施されます。
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平 成 30 年 度 予 算

� 新しいまちづくり
一般会計 64億8000万円

平成30年度

予 算

総務費
14億9692万円

（23.1％） 土木費
6億7563万円
（10.4％）

民生費
16億3589万円

（25.3％）
衛生費
4億2845万円
　 （6.6％）

教育費　　
4億795万円
　（6.3％）

消防費
4億1625万円
　 （6.4％）

目的別

公債費
8億7803万円
（13.6％）

1億280万円
（1.6％）

6878万円
（1.1％）
300万円
（0.0％）
70万円

（0.0％）

商 工 費

議 会 費

予 備 費

労 働 費

町債
6億6020万円
（10.2％） 県支出金

4億4380万円
（6.8％）

町税
7億5482万円
（11.6％）

国庫支出金
5億7043万円

（8.8％）

地方交付税
33億2910万円

（51.4％）

地方譲与税など
2億5127万円 

（3.8％）

歳入【財源】

歳出【使いみち】

1億9817万円
（3.1％）

1億円
（1.5％）

6245万円
（1.0％）

4904万円
（0.8％）

4325万円
（0.7％）

1747万円
（0.3％）

0万円
（0.0％）

繰 入 金

寄 附 金

使用料及び手数料

分担金及び負担金

諸 収 入

財 産 収 入

繰 越 金

農林水産費　 
3億6560万円

（5.6％）

一般会計予算
64億8000万円

依存財源（81.0％）

自主財
源（

19.0％
）

【昨年度比】1000万円増

平成30年度　一般会計・特別会計・企業会計予算
会　　計　　名 本年度予算額 前年度予算額 増　　　減 対前年度伸率（％）

一　般　会　計 64億8000万円 64億7000万円 1000万円 0.2 ⇧

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 事 業 16億800万円 19億1157万円 －3億357万円 －15.9 ➡
農 業 集 落 排 水 事 業 1億3810万円 1億3208万円 602万円 4.6 ⇧
小 規 模 水 道 事 業 691万円 482万円 209万円 43.4 ⇧
公 共 下 水 道 事 業 3億8944万円 3億6711万円 2233万円 6.1 ⇧
墓 地 公 園 事 業 20万円 20万円 0 0.0 ―
介 護 保 険 事 業 15億251万円 14億8470万円 1781万円 1.2 ⇧
後 期 高 齢 者 医 療 1億2450万円 1億2246万円 204万円 1.7 ⇧
水 産 業 振 興 事 業 2989万円 2704万円 285万円 10.5 ⇧

【企業会計】水道事業 4億4513万円 4億2206万円 2307万円 5.5 ⇧

全　　合　　計 107億2468万円 109億4204万円 －2億1736万円 －2.0 ➡

※予算額は、万円単位（四捨五入）で表示しています
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第 １ 回 定 例 会

　

早
朝
便
は
、
朝
７
時
台
の

Ｊ
Ｒ
鉄
道
へ
の
接
続
を
目
的

と
し
て
運
行
さ
れ
ま
す
。

　

車
両
は
安
心
お
で
か
け
バ

ス
を
利
用
す
る
た
め
、
従
来

の
安
心
お
出
か
け
バ
ス
運
行

に
小
型
乗
合
定
期
バ
ス
運
行

が
追
加
さ
れ
、
新
た
に
町
自

家
用
有
償
旅
客
運
送
条
例
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
介
護
保
険
事
業
計
画
の

見
直
し
に
伴
い
、
平
成
30
年

度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の

介
護
保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま

す
。

　

保
険
料
額
は
被
保
険
者
の

所
得
状
況
に
よ
り
９
段
階
に

区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
年
額

６
０
０
円
か
ら
２
１
０
０
円

の
増
額
と
な
り
ま
す
。

平成30年
第１回
定例会
会期

3月2日～15日

〈
指
定
期
間
〉
３
年
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で

■
長
平
青
少
年
旅
行
村

【
新
規
】
青
森
リ
ゾ
ー
ト
株

式
会
社

　
　

管
理
料　

３
９
０
万
円

 

（
年
間
１
３
０
万
円
）

■
白
神
キ
ャ
ン
プ
場

【
更
新
】
熊
の
湯
温
泉

■
白
神
の
森
遊
山
道

【
更
新
】
一
般
社
団
法
人

鰺
ヶ
沢
町
観
光
協
会

■
海
の
駅
わ
ん
ど

【
更
新
】
一
般
社
団
法
人　

鰺
ヶ
沢
町
観
光
協
会

■
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
更
新
】
社
会
福
祉
法
人

鯵
ヶ
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

管
理
料　

１
９
５
０
万
円

　
　
　
（
年
間
６
５
０
万
円
）

■
鳴
沢
野
球
場

【
更
新
】
あ
じ
が
さ
わ
ジ
ュ

ニ
ア
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

■
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

【
更
新
】
青
森
県
ラ
イ
フ
ル

射
撃
協
会

■
大
高
山
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

【
更
新
】
青
森
県
ラ
イ
フ
ル

射
撃
協
会

■
大
高
山
総
合
公
園

【
更
新
】
み
ち
の
く
建
物
管

理
株
式
会
社

　

管
理
料　

２
７
０
０
万
円

 

（
年
間
９
０
０
万
円
）

■
鰺
ヶ
沢
町
斎
場

【
更
新
】
み
ち
の
く
建
物
管

理
株
式
会
社

　
　

管
理
料　

６
０
０
万
円

 

（
年
間
２
０
０
万
円
）

■
墓
地
公
園

【
更
新
】
み
ち
の
く
建
物
管

　
平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
２
日
か
ら
15
日
ま
で
開
か
れ
、
開
会
初
日
に
平
田
町

長
が
新
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
平
成
30
年
度
予
算
、
介
護
保
険
料
条
例
の
改
正
な
ど
の
議
案
等
42
件

を
各
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会
（
一
般
会
計
予
算
）
に
付
託
し
審
議
し
ま
し
た
。

　
12
日
の
一
般
質
問
で
は
、
長
谷
川
統
一
議
員
が
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
に
つ
い
て
平
田
町

長
に
問
い
ま
し
た
。（
質
問
内
容
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

　
最
終
日
に
は
、
町
提
出
の
教
育
長
人
事
案
、
議
員
発
議
と
し
て
議
員
報
酬
額
改
正
条
例

案
（
関
連
記
事
７
ペ
ー
ジ
）
が
追
加
上
程
さ
れ
、
本
会
議
に
お
い
て
上
程
議
案
等
44
件
は

全
て
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

１２施設の指定管理者を指定
（新規１社・更新７団体等）

　
【
第
１
回
定
例
会
で
決
ま
っ
た
主
な
こ
と
】

あ
じ
バ
ス
運
行
長
平
線

「
和
開
開
拓
―
鰺
ヶ
沢
駅
前

間
」
区
間
の
早
朝
便
が
４
月

か
ら
運
行
開
始
さ
れ
ま
す

平
成
30
年
度
分
か
ら
介
護
保

険
料
が
改
定
さ
れ
ま
す

各
施
設
の
指
定
管
理
者
が
指

定
さ
れ
ま
し
た

理
株
式
会
社

■
鰺
ヶ
沢
相
撲
場

【
更
新
】
鰺
ヶ
沢
町
相
撲
協

会▼
人
事
案
件

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
管
理

委
員
６
名
を
選
任
す
る
も
の
。

　

長
谷
川　

武　

氏（
再
任
）

　

石
井　

武
則　

氏（
再
任
）

　

本
間　

正
三　

氏（
再
任
）

　

佐
藤　

清
美　

氏（
再
任
）

　

齋
藤　

武
則　

氏（
新
任
）

　

佐
藤　
　

浩　

氏（
新
任
）

【
任
期
】
平
成
30
年
４
月
28

日
か
ら
４
年

　

新
庁
舎
建
設
の
整
備
に
要

す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る

た
め
、
町
公
共
施
設
等
整
備

基
金
を
設
置
。

　

今
後
、
計
画
的
な
財
源
を

確
保
す
る
た
め
、
基
金
を
積

み
立
て
て
い
き
ま
す
。

同
意

浜
横
沢
財
産
区
管
理
会
管
理

委
員
の
選
任�

新
庁
舎
建
設
等
の
た
め
の
基

金
が
新
設
さ
れ
ま
す

効率的な施設運営を期待

あじバス早朝便を利用する高校生
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▼
人
事
案
件

　

新
教
育
委
員
会
制
度
に
基

づ
く
教
育
長
と
し
て
阿
彦
正

弘
氏
（
60
歳
）
を
任
命
す
る

も
の
。

〈
主
な
経
歴
〉町
立
鳴
沢
小
学

校
校
長（
２
年
間
）、つ
が
る

市
向
陽
小
学
校
校
長
、五
所

川
原
小
学
校
校
長（
定
年
退

職
）。五
所
川
原
市
在
住
。

【
任
期
】
平
成
30
年
４
月
１

日
か
ら
３
年
間

※
こ
れ
ま
で
は
、
町
長
が
議

会
に
同
意
を
求
め
教
育
委
員

を
任
命
し
、
教
育
委
員
の
中

か
ら
教
育
長
を
選
任
し
て
い

ま
し
た
が
、
新
制
度
で
は
町

長
が
議
会
に
同
意
を
求
め
、

教
育
長
を
任
命
し
ま
す
。

▼
意
見
書
案
第
１
号

障
害
児
者
の
生
き
る
基
盤
と

な
る
「
暮
ら
し
の
場
」
の
早

急
な
整
備
を
求
め
る
意
見
書

【
内
容
】
現
行
の
障
害
福
祉

政
策
で
は
、
多
く
の
障
害
児

者
が
家
族
の
介
護
に
依
存
し

た
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
。
緊
急
時
や
同
性
介
護

に
対
応
す
る
ヘ
ル
パ
ー
等
の

福
祉
人
材
確
保
を
す
る
こ
と
。

ま
た
、
緊
急
度
の
高
い
入
所

待
機
者
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
長
期
化
等
の
現
状
打
開
の

た
め
、
入
所
機
能
を
備
え
た

地
域
生
活
支
援
拠
点
を
国
の

責
任
で
整
備
す
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
実
現
の
た
め
に

関
係
予
算
を
大
幅
に
増
額
し
、

施
策
の
重
要
な
担
い
手
の
地

方
公
共
団
体
へ
の
財
政
的
支

援
を
国
に
対
し
求
め
る
も
の
。

　
【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、

内
閣
官
房
長
官
、
厚
生
労
働

大
臣
、
衆
議
院
議
長
、
参
議

院
議
長

▼
意
見
書
案
第
２
号

地
域
別
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
と
全
国
一
律
最
低
賃
金
制

の
実
現
、
中
小
企
業
支
援
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書　
　

【
内
容
】
青
森
県
と
東
京
都

と
の
地
域
別
最
低
賃
金
時
間

額
が
２
２
０
円
に
ま
で
広
が

り
、
こ
の
格
差
が
労
働
力
の

流
出
を
招
き
、
高
齢
化
と
地

域
経
済
を
疲
弊
さ
せ
る
要
因

と
な
っ
て
い
る
。
地
域
経
済

を
活
性
化
さ
せ
る
う
え
で
、

地
域
間
格
差
の
是
正
と
最
低

賃
金
の
大
幅
な
引
き
上
げ
が

必
要
で
あ
る
。

　

あ
わ
せ
て
社
会
保
険
料
負

担
減
免
な
ど
中
小
企
業
へ
の

経
営
支
援
を
拡
充
さ
せ
る
こ

と
で
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ

の
全
体
的
な
合
意
が
形
成
さ

れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
地
域
別
最
低
賃

金
を
大
幅
に
上
げ
る
こ
と
及

び
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度

を
展
望
し
た
地
域
間
格
差
縮

小
の
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
、

中
小
企
業
の
負
担
軽
減
の
支

援
策
を
拡
充
す
る
こ
と
を
求

め
る
も
の
。

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
、
中
央
最
低

賃
金
審
議
会
会
長

　

平
成
30
年
第
１
回
臨
時
会

が
２
月
16
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
臨
時
会
に
は
人
事
案
件

副
町
長
の
選
任
１
件
が
上
程

さ
れ
、
全
会
一
致
で
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

▼
副
町
長
の
選
任

　

新
た
に
副
町
長
と
し
て
加

藤
隆
之
氏
（
56
歳
）
を
選
任

す
る
も
の
。

〈
主
な
経
歴
〉
町
観
光
商
工

課
長
、
農
林
水
産
課
長
、
健

康
ほ
け
ん
課
長
、
つ
が
る
西

北
五
広
域
連
合
鰺
ヶ
沢
病
院

事
務
長
（
派
遣
）

同
意

教
育
長
の
任
命

　議会日程は、議会運営委員会において正式
に決定されます。
　開催日程、一般質問の議員氏名、質問事項
については町防災無線、町ホームページでお
知らせします。詳しくは、議会事務局へお問
い合わせください。

第
２
回
定
例
会
の
予
定

▼
６
月
８
日（
金
）

開
会
予
定
で
す

《
開
会
後
の
日
程
は

次
の
と
お
り
で
す
》

▽
６
月
11
日（
月
）

　

一
般
質
問

▽
６
月
12
日（
火
）

　

総
括
質
疑
、
討
論

　

採
決
、
閉
会　

議会の傍聴にお越しください

追
加
議
案

阿
あ

彦
ひこ

　正
まさ

弘
ひろ

教育長

第１回定例会の一般質問傍聴者は15人でした

議場　傍聴席へ ３階議会事務局で受付

受付で傍聴券を
交付します

加
か

藤
とう

　隆
たか

之
ゆき

 副町長 【任期】平成30年３月１日から

副町長の
選任に同意

第１回臨時会 2月16日
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一般質問/町政に問う！

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
達
成
を
ど
の
よ
う
に

 

答
〈
目
標
達
成
の
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
〉

問
・
平
成
30
年
度
の
施
政
方

針
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り

の
目
標
と
し
て
３
つ
の
目
標

を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
の
目

標
達
成
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
進
め
方
を
考
え
て
い
る
か

お
答
え
願
い
ま
す
。

答
弁
・
平
田
町
長

　

３
つ
の
目
標
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
の
鰺
ヶ
沢
町
の
向

か
っ
て
い
く
べ
き
姿
を
踏
ま

え
た
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と

な
る
も
の
で
す
。

　

１
つ
目
の
目
標
で
あ
る
、

誇
り
と
自
信
を
持
て
る
ま
ち
、

自
慢
で
き
る
ま
ち
に
つ
い
て

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を

な
す
の
は
人
で
あ
り
、
人
が

ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
と
な

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

達
成
は

る
の
で
、
ま
ち
を
支
え
る
人

材
づ
く
り
に
力
を
入
れ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
の
目
標
で
あ
る
、

た
く
さ
ん
の
人
々
が
訪
れ
た

い
と
思
う
魅
力
的
な
ま
ち
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
人
た
ち

に
鰺
ヶ
沢
町
に
お
い
で
い
た

だ
く
た
め
に
は
、
魅
力
的
な

町
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
町
の
歴
史
、

文
化
、
自
然
、
食
を
活
用
し

て
、
一
年
を
通
じ
て
人
を
呼

び
込
め
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

３
つ
目
の
目
標
で
あ
る
、

こ
の
町
に
住
ん
で
み
た
い
と

思
う
生
活
し
や
す
い
ま
ち
に

つ
い
て
は
、
定
住
促
進
を
図

る
た
め
、
医
療
、
介
護
、
福

祉
、
子
育
て
、
生
活
環
境
の

整
備
な
ど
、
人
々
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
町
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
３
つ

の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

政
策
、
施
策
を
展
開
し
、
体

制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

問
・
楽
天
と
青
森
銀
行
と

鰺
ヶ
沢
町
は
、
三
者
包
括
連

携
協
定
を
結
び
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る

が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
展

開
を
考
え
て
い
る
か
お
答
え

願
い
ま
す
。

答
弁
・
平
田
町
長

　

楽
天
と
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
た

地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
と

し
て
、
楽
天
ふ
る
さ
と
納
税

へ
の
参
画
、
鰺
ヶ
沢
高
校
で

の
楽
天
Ｉ
Ｔ
学
校
の
開
催
な

ど
、
鰺
ヶ
沢
町
の
認
知
度
向

上
に
も
つ
な
が
る
タ
ウ
ン
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
成
果

を
上
げ
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
楽
天
の
有
す
る

様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
情

報
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
十
分
活
用

し
な
が
ら
、
Ｉ
Ｔ
を
通
じ
て

町
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

た
と
え
ば
、
役
場
内
で
の

仕
事
の
効
率
化
の
一
環
と
し

て
の
書
類
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
等
に
お
け
る
証
明
書
な
ど

の
交
付
も
含
め
て
、
町
全
体

の
Ｉ
Ｔ
化
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
・
鰺
ヶ
沢
高
校
に
お
け
る

楽
天
Ｉ
Ｔ
学
校
の
開
催
に
つ

い
て
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
だ
け
で
終
わ
る
と
い

う
の
で
は
な
く
、
小
中
学
生

向
け
の
、
将
来
地
元
を
担
っ

て
い
く
で
あ
ろ
う
子
ど
も
た

ち
に
、
も
っ
と
Ｉ
Ｔ
に
接
す

る
機
会
を
つ
く
る
事
業
に
も

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考

え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁
・
平
田
町
長

　

現
在
、
鰺
ヶ
沢
高
校
で

行
っ
て
い
る
楽
天
Ｉ
Ｔ
学
校

と
い
う
の
は
、
ネ
ッ
ト
販
売

を
通
じ
て
鰺
ヶ
沢
町
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
う
、
人
材
育

成
を
目
的
と
し
た
事
業
で
も

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

29
年
度
、
小
中
学
生
を
対

象
と
し
た
※
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
試

験
的
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
、
鰺
ヶ
沢
高
校
の
み

な
ら
ず
、
小
中
学
生
に
も
Ｉ

Ｔ
を
活
用
し
た
体
験
的
な
学

習
を
新
た
な
教
育
・
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
検
討
、
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

意
見
・
今
後
の
楽
天
と
の
連

携
、
か
か
わ
り
方
で
、
町
が

大
き
く
発
展
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
積
極
的
な
取
り
組

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
般
質
問
　

３
月
定
例
会
で
は
、
一
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
町
の
行
財
政
全
般

に
関
し
、
町
長
の
考
え
や
町
の
政
策
方
針
を
問
い
ま
す
。

楽
天
と
の
連
携
は

長谷川統一議員

※ プログラミングとは…コンピュータに対する
命令を実行させる作業指示の順序だてしたも
のを作成すること。

楽天社員が講師として開催した
プログラミング教室
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議 員 報 酬 額 改 正

　

第
１
回
定
例
会
最
終
日
の
３
月
15
日
に
、
議
員
発
議
と
し
て

「
鰺
ヶ
沢
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
」
の
改
正
案
が
上
程
さ
れ
、
賛
否
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
（
議
長
を
除
く
）
の
結
果
、
賛
成
７
人
、
反
対
４
人
と
な
り

議
員
報
酬
額
の
引
き
上
げ
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議員報酬額を改正
月額20万円へ 可　決

　 論
討 決
採　

報酬月額が変わります
議　長　199,000円⇒245,000円へ
副議長　171,000円⇒210,000円へ
議　員　164,000円⇒200,000円へ
※�この引き上げにより予算額は、昨年度
比約870万円の増額になります。

　

今
回
の
改
正
案
に
お
い
て

趣
旨
説
明
、
賛
成
討
論
・
反

対
討
論
を
行
っ
た
議
員
及
び

採
決
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

齋
藤　

孝
夫
議
員

　

町
は
、
国
の
政
策
見
通
し

の
甘
さ
に
よ
り
地
方
に
そ
の

し
わ
寄
せ
が
来
て
、
町
財
政

悪
化
が
進
み
再
建
団
体
に
落

ち
る
寸
前
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
議
員
報
酬
の
自

主
削
減
・
議
員
期
末
手
当
の

全
額
支
給
停
止
な
ど
行
っ
て

き
た
ほ
か
、
平
成
24
年
度
に

は
一
般
議
員
の
報
酬
月
額
を

21
万
４
０
０
０
円
か
ら
16
万

４
０
０
０
円
に
大
幅
に
引
き

下
げ
る
な
ど
し
、
財
政
再
建

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
報
酬
月
額
は
県
内

30
町
村
中
、　

最
下
位
の
額

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
町
財

政
が
あ
る
程
度
回
復
し
た
今
、

極
端
に
低
い
現
在
の
報
酬
月

額
を
20
万
円
に
引
き
上
げ
る

べ
き
と
考
え
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
20
万
円
の
報
酬
月
額

も
県
内
30
町
村
中
、
下
か
ら

７
番
目
に
低
い
額
で
あ
り
ま

す
。

　

安
定
し
た
活
発
な
議
員
活

動
を
す
る
た
め
に
は
最
低
限

必
要
で
あ
る
と
感
じ
、
こ
の

発
議
案
を
提
出
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

坂
牛　

淳
治
議
員

　

現
在
の
町
財
政
に
つ
い
て

町
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た

が
、
あ
る
程
度
は
回
復
し
た

と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
予
断

を
許
さ
な
い
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　

議
員
報
酬
の
適
正
な
支
給

の
計
算
方
法
も
あ
る
よ
う
で

す
が
、
い
ま
我
が
町
の
状
況

を
思
う
と
き
、
議
員
報
酬

ア
ッ
プ
は
時
期
尚
早
で
あ
り
、

ま
た
、
町
民
の
理
解
も
得
ら

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
反
対
い
た
し
ま
す
。

菊
谷　

忠
光
議
員

　

町
財
政
を
立
て
直
す
た
め

自
主
的
に
報
酬
額
を
減
額
し

５
年
が
経
過
し
た
今
、
財
政

的
に
は
だ
い
ぶ
回
復
し
て
き

た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
人
口
減
に
よ
る
地

方
交
付
税
の
減
少
や
新
庁
舎

建
設
関
連
経
費
計
上
な
ど
、

財
政
的
に
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
①
と

も
に
減
額
に
協
力
し
て
き
た

町
三
役
並
び
に
職
員
給
与
額

の
回
復
、
②
町
税
の
当
初
予

算
対
比
微
増
及
び
ふ
る
さ
と

納
税
に
よ
る
増
進
、
③
県
内

町
村
議
会
の
最
低
報
酬
月
額
、

以
上
こ
の
三
点
か
ら
も
全
額

を
戻
す
の
で
は
な
く
、
元
の

約
10
％
を
減
額
し
た
額
、
20

万
円
と
す
る
こ
と
に
賛
成
す

る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
改
正
に
あ
た
り
、

今
以
上
に
議
会
と
し
て
活
性

化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
員
個
人
の
活
動
は
各
々
し

て
い
ま
す
が
、
議
会
と
し
て

の
活
動
は
住
民
に
も
い
ま
ひ

と
つ
認
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

議
員
の
な
り
手
不
足
の
問

題
に
お
い
て
も
、
住
民
に
対

し
認
知
度
を
上
げ
、
議
会
制

度
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
。
ま
た
、
議
員
各

位
が
大
義
を
も
っ
て
議
会
改

革
に
取
り
組
み
、
よ
り
よ
い

議
会
民
主
主
義
を
継
続
さ
せ

る
た
め
、
よ
り
一
層
努
力
を

尽
く
す
こ
と
を
切
に
要
望
し
、

賛
成
討
論
と
し
ま
す
。

【
賛
成
者
】
菊
谷
忠
光
議
員
、

長
谷
川
統
一
議
員
、
渋
谷
悦

男
議
員
、
神
孝
議
員
、
齋
藤

孝
夫
議
員
、
鶴
田
悦
子
議
員
、

今
勝
義
議
員 

（
起
立
７
人
）

【
反
対
者
】
坂
牛
淳
治
議
員
、

東
條
一
彦
議
員
、
新
保
勝
敏

議
員
、
世
永
富
也
議
員

 

（
以
上
４
人
）

平成30年４月１日から引き上げ

趣
旨
説
明

活発な議員活動のため
報酬額の引き上げを

反
対
討
論

報酬額の引き上げは
時期尚早

賛
成
討
論

議会活性化に対する尽力を
要望し、引き上げへ

採
決（
起
立
）
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温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
ふ
る
さ
と

　
　
　
自
分
の
町
を
な
く
し
た
く
な
い

～まち再発見～
鰺ヶ沢町に戻ってきて� Vol. ５

舞戸町（岩谷）

山
やま

　本
もと

　文
ふみ

　子
こ
さん（78歳）

漁師町出身（旧姓 敷浪）。昨年、約50年住んだ埼玉
県からふるさと鰺ヶ沢町へ戻る。歩くことが好き。

　特集「まち再発見」５回目の今回は、

昨年埼玉県からふるさと鰺ヶ沢町に戻ら

れた山本文子さんにお話しを聞きました。

　山本さんは、東京鰺ヶ沢会副会長も務

め、長くふるさと鰺ヶ沢町を応援されて

いました。

　聞き手は、今勝義、菊谷忠光広報委員

です。

Ｑ　

鰺
ヶ
沢
町
に
戻
ら
れ
た

の
は
。

Ａ　

古
い
け
ど
家
が
あ
り
、

お
墓
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
の
兄
弟
や
親
戚
、
小
中

高
の
同
級
生
も
多
く
い
て
、

温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

家
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し

て
住
ん
で
い
ま
す
。

　

一
人
で
戻
っ
て
き
ま
し
た

が
、
毎
日
が
楽
し
い
で
す
。

Ｑ　

町
に
戻
っ
て
き
て
、
感

じ
る
こ
と
は
。

Ａ　

交
通
は
不
便
で
す
が
、

食
べ
物
は
お
魚
が
お
い
し
い

し
、
野
菜
は
わ
ん
ど
で
買
い
、

お
し
ん
こ
も
お
い
し
い
で
す
。

　

た
だ
、
帰
省
の
た
び
に
町

が
さ
び
れ
、
電
車
か
ら
海
が

見
え
る
と
、
町
に
帰
っ
て
き

た
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま

す
が
、
駅
に
降
り
る
と
さ
び

し
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

お
年
寄
り
が
多
く
、
若
い

人
が
い
な
い
か
ら
子
ど
も
も

い
な
い
。

　

特
に
、
お
年
寄
り
が
集
ま

る
場
所
が
な
い
と
感
じ
ま
す
。

　

手
弁
当
や
飲
み
物
を
持
っ

て
一
日
遊
べ
る
場
所
が
町
に

一
、
二
カ
所
あ
っ
て
も
い
い

と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

町
に
対
し
て
期
待
す
る

こ
と
は
。

Ａ　

町
に
戻
っ
て
き
て
か
ら

一
年
も
経
た
ず
、
日
が
浅
い

の
で
す
が
、
町
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
若
い
人
が
住
み
着

い
て
、
人
口
が
ふ
え
て
く
れ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

新
聞
で
、
２
０
４
５
年
に

は
町
推
計
人
口
が
３
９
５
９

人
と
い
う
記
事
を
見
ま
し
た
。

　

町
長
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

で
大
企
業
を
誘
致
し
て
も
ら

い
、
若
い
人
が
住
ん
で
子
ど

も
が
巣
立
つ
よ
う
な
町
に
し

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
だ
と
町
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
自
分
の
町

は
な
く
し
た
く
な
い
で
す
ね
。

　

鰺
ヶ
沢
町
は
自
然
が
い
っ

ぱ
い
あ
っ
て
、
外
に
宣
伝
す

れ
ば
お
客
さ
ん
が
来
る
町
で

す
。

　

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

当
町
な
ど
に
対
し
、
ガ
イ
ド

の
人
材
育
成
が
必
要
と
指
摘

さ
れ
た
新
聞
記
事
も
見
ま
し

た
。

　

年
を
と
っ
て
も
自
分
の
ふ

る
さ
と
を
良
く
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。

　

社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

習
も
受
け
ま
し
た
。

　

埼
玉
で
は
、
子
ど
も
が
熱

を
出
し
た
時
に
、
働
く
母
親

の
代
わ
り
に
面
倒
を
見
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
し

た
し
、
何
か
町
の
お
手
伝
い

が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

今
後
、
挑
戦
し
た
い
こ

と
は
。

Ａ　

何
で
も
挑
戦
し
た
い
で

す
。
シ
ル
バ
ー
の
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
に
も
入
り
た
い

で
す
。

Ｑ　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ　

や
っ
て
み
た
い
で
す
。

話
す
の
は
好
き
で
す
。

　

鰺
ヶ
沢
町
は
歴
史
が
古
く
、

小
さ
い
町
で
も
お
寺
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
お
寺
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
貴
重
な
掛

け
軸
や
鬼
子
母
神
様
、
庭
の

見
学
な
ど
お
寺
巡
り
は
、
お

年
寄
り
も
喜
ん
で
参
加
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　

半
日
か
け
て
巡
り
、
ワ
ン

コ
イ
ン
の
お
昼
を
食
べ
て
話

し
を
す
る
。
実
施
し
て
ほ
し

い
な
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歩
く
の
が
好
き
で

大
高
山
総
合
公
園
に
も
行
き

ま
す
が
、
桜
が
見
事
だ
と
思

い
ま
す
。

　

お
年
寄
り
な
ど
車
が
な
い

と
行
け
な
い
所
な
の
で
、
あ

じ
バ
ス
が
運
行
さ
れ
、
お
弁

当
を
持
っ
て
遊
び
に
行
け
る

よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

た
く
さ
ん
の
人
に
桜
を
見

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

特 集

大高山総合公園の芝生広場


